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行楽のお供にきのこの山、たけのこの里を食べたくなる企画

課題の再定義

課題

→山野などに行って遊び楽しむこと。
(出典:デジタル大辞泉)

つまり、どこかに移動して楽しむことです。

行楽には「移動」が必要です。

まず「行楽」「食べたくなる」について、以下の通り捉え、課題を再定義しました。

「行楽」 「食べたくなる」

移動中 食べるべき明確な理由をすべての人に与える

商品を思い出す・話題になるだけでは
食べたくなるとは言えません。

「食べたくなる」ためには
「食べるべき明確な理由を

すべての人に与える」ことが必要です。

↓ ↓

2

再定義した



方針

移動中のすべての人に
きのこの山、たけのこの里を食べるべき明確な理由を与える

方針

前ページを踏まえた方針です。

みんな大好きな、きのこの山とたけのこの里。（※以下きのたけと略します）

きっと一度は「きのこ派？たけのこ派？」で盛り上がったことがあるはずです。

逆に言うと、みんなきのたけを食べたことがあるからこそ、
そこにきのたけがなくても、食べなくても、きのたけで楽しく盛り上がれてしまいます。

そこで今回は、「きのたけトークで盛り上がる」にとどまらず、
「きのたけを食べる」に至る明確な理由を移動中のすべての人に与えます。
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発見
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前ページの方針に沿って、新宿駅で実施する企画を考える上で、以下の発見がありました。

最も多くの「移動」が
交差する駅、新宿

きのこの山・
たけのこの里は最強

新宿駅の一日の乗降客数は世界一。
ギネスブックに認定されています。

つまり、世界最大規模で
人が移動している場所なのです。

そして、移動中の人々に
共通することは、エネルギーの消耗です。

人混みを歩いて、乗り換えて、
ときにはホームを間違えたり、仲良くない人と

電車が同じになって気まずかったり。

新宿駅とは、世界最大規模の人数に向けて
移動におけるエネルギーの消耗を

実感させられる場所です。

きのこの山・たけのこの里は最強です。

まずはチョコレートとクッキー・クラッカーの
最強ハーモニー。飽きの来ない絶妙なバランス。

美味しさが止まりません。

そしてサイズ。一つ一つが適度な大きさで、
食べ応えもあるのに量の調節がしやすいのです。

極めつけは食べる「愉しさ」。
きのこの山・たけのこの里を食べると必ず楽しい
気持ちになり、エネルギーが湧いてくるのです。

きのこの山・たけのこの里が我々の人生を彩り、
エネルギッシュで楽しいものにしてくれます。

エネルギーを消耗する移動中、世界最大規模の人々が移動する新宿駅で、
きのこの山・たけのこの里によるエネルギー補給を呼びかける企画

よって、

を提案します。



重大発表！！！
人類にはきのこの山とたけのこの里が必要です！

今のあなたの「必要きのたけ量」は？？

研究の結果、美味しさ・愉しさ等のあらゆる観点から
「きのこの山とたけのこの里はエネルギー補給に適役である」
と判明いたしました。

新宿駅内を移動中でエネルギーを消費されている皆様、
「必要きのたけ量」をぜひ診断し、エネルギーを補給ください。

人類きのたけ
補給計画



企画の概要
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新宿駅で突如発表される「人類きのたけ補給計画」。

きのこの山・たけのこの里が、移動中に消耗するエネルギーの補給に適役であることを伝えます。
さらに、移動中の人々が補給すべき“必要きのたけ量”について具体例を挙げて説明します。

また、設置されているQRコードから、特設サイトで各個人の必要きのたけ量を診断できます。



企画の詳細
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広告内のQRコードから移動できる特設サイトでは、自分の移動・生活行動を選択し、
必要きのたけ量の診断が可能。カメラを用いた顔診断も実施。

あなたの
“必要きのたけ量”は…

３Kinoko

移動
中野→恵比寿

目的
デート

食事
朝食：食べた

顔診断 ＞



企画の広がり
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「人類きのたけ補給計画」はSNSでも話題に。
必要きのたけ量診断をシェアすれば、会話が盛り上がること間違いなし。

新宿駅の広告見て笑ったｗｗｗ
確かにきのこの山とたけのこの里は

必要。

新宿から高尾まで移動するのに
たけのこの里8つ必要らしいから

とりあえず食べるわ

顔診断したら疲労たまってるらしく
きのこたけのこ各1箱必要だった！笑

テスト勉強でエネルギー消費
すごいから、明日みんなで

勉強のお供にきのたけ補給しよ～

＃人類きのたけ補給計画



この企画を通して、

きのこの山とたけのこの里が多くの人々に補給され、

もっともっと愛される愉しいお菓子となることを願います。
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